
涼
秋
の
訪
れ
と
と
も
に

年
金
機
構
か
ら
支
払
通

知
書
が
届
き
ま
し
た
。

改
め
て
天
引
き
さ
れ
た

保
険
料
や
税
の
負
担
増
に
愕
然
と

し
ま
し
た
▼
支
給
額
は
へ
っ
て
い

る
の
に
、
介
護
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
と
住
民
税
が
合
計
で
10
・

25
％
も
増
え
、
支
給
額
か
ら
45
・

45
％
も
差
引
か
れ
て
い
る
の
で
す

▼
あ
ぜ
上
三
和
子
都
議
は
本
会
議

の
代
表
討
論
で
、
国
保
・
介
護
な

ど
保
険
料
の
ト
リ
プ
ル
値
上
げ
で

低
福
祉
高
負
担
の
実
態
と
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
の
勧
告
を
示
し
、
真
逆
の
認
識

に
し
が
み
つ
く
石
原
知
事
を
批
判

し
て
い
ま
す
▼
大
震
災
復
興
予
算

10
・
５
兆
円
の
財
源
は
、
25
年
間

所
得
税
２
・
１
％
と
住
民
税
均
等

１
０
０
０
円
の
増
税
が
充
て
ら
れ

ま
す
。
と
こ
ろ
が
被
災
地
の
復
興

と
全
く
関
係
の
な
い
流
用
が
大
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
▼
例
え
ば
、

電
気
自
動
車
な
ど
省
エ
ネ
に
役
立

つ
カ
ー
ボ
ン
開
発
約
16
億
円
、
シ
ー

シ
ェ
パ
ー
ド
対
策
や
調
査
捕
鯨
18

億
円
、
各
庁
舎
耐
震
化
77
億
円
、

原
子
力
関
係
の
核
融
合
研
究
施
設

42
億
円
、
国
立
競
技
場
復
旧
１
２

１
億
円
、
小
笠
原
諸
島
防
災
５
・

３
億
円
等
々
。
「
活
気
あ
る
日
本

再
生
」
が
口
実
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
も
被
災
地
の
再
建
を
め
ざ
す

グ
ル
ー
プ
へ
の
補
助
申
請
予
算
は

３
分
の
１
も
削
っ
て
い
ま
す
。
▼

法
律
家
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
国

民
の
善
意
に
か
こ
つ
け
た
税
金
を

「
詐
取
・
横
領
」
す
る
政
治
の
横

行
は
、
絶
対
に
許
さ
れ
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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区
職
労
は
こ
の
一
年
間
、
公

務
員
バ
ッ
シ
ン
グ
と
山
﨑
区
政

の
「
行
財
政
改
革
計
画
」
に
基

づ
く
民
営
化
や
職
員
定
数
削
減

攻
撃
と
た
た
か
い
、
区
民
が
安

心
し
て
住
め
る
江
東
区
づ
く
り

と
職
員
の
労
働
条
件
改
善
の
た

め
に
奮
闘
し
て
き
ま
し
た
。
深

刻
化
す
る
高
齢
者
の
孤
立
問
題

で

は

区

職

労

が

呼

び

か

け

、

「
こ
う
と
う
福
祉
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
立
ち
上
げ
、

2
年
に
及

ぶ
高
齢
者
の
実
態
調
査
と
福
祉

の
地
域
拠
点
づ
く
り
な
ど
の
提

言
を
含
め
「
老
い
て
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め

ざ

し

て

」

（

最

終

報

告

書

）

（
※
２
面
）
を
ま
と
め
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
春
闘
や
原
発
ゼ

ロ
を
め
ざ
す
運
動
に
も
積
極
的

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

大

会

で

は

、

代

議

員

か

ら

「
学
校
用
務
委
託
は
偽
装
請
負

だ
。
現
業
職
員
の
新
規
採
用
を
」

「
保
育
の
公
的
責
任
を
放
棄
す

る
『
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス

テ
ム
』
反
対
を
」
「
区
民
の
健

康
を
守
る
た
め
保
健
所
機
能
の

充
実
を
」
「
原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ

し
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
用
を
」
な
ど
切
実
な
発
言
が

相
次
ぎ
、
活
発
な
討
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

大
会
は
「
江
東
区
行
財
政
改

革
計
画
」
と
対
峙
し
、
区
民
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
区
政
を
め

ざ
し
、
震
災
復
興
に
名
を
借
り

た
公
務
員
人
件
費
抑
制
攻
撃
に

反
対
す
る
た
た
か
い
、
憲
法
を

守
り
、
平
和
な
世
界
の
実
現
と

地
球
環
境
を
守
る
た
た
か
い
、

消
費
税
増
税
に
反
対
し
社
会
保

障
を
充
実
さ
せ
る
た
た
か
い
な

ど
の
運
動
方
針
を
議
決
し
ま
し

た
。

江

東

区

に

学

校

選

択

制

が

導

入

さ

れ

て

10
年

に

な

り

ま

す

が

、

弊

害

が

大

き

く

な

り

見

直

し

を

求

め

る

声

が

広

が

る

中

、

区

教

育

委

員

会

は

保

護

者

や

町

会

な

ど

地

域

の

み

な

さ

ん

に

も

ア

ン

ケ

ー

ト

を

と

り

、

今

後

の

方

向

性

を

出

し

て

い

く

と

し

て

い

ま

す

。

学

校

選

択

制

は

保

護

者

や

児

童

が

「

学

校

を

選

ぶ

」

こ

と

で

学

校

同

士

を

競

争

さ

せ

る

と

い

う

市

場

の

競

争

原

理

を

学

校

に

持

ち

込

ん

で

ス

タ

ー

ト

し

ま

し

た

。

「

特

色

あ

る

学

校

づ

く

り

」

で

よ

い

教

育

に

な

る

と

宣

伝

さ

れ

ま

し

た

が

、

実

際

に

選

ぶ

理

由

は

「

校

舎

が

き

れ

い

」

「

友

達

関

係

」

や

「

あ

の

子

の

行

く

学

校

に

は

行

か

せ

た

く

な

い

」

な

ど

の

風

評

に

よ

っ

て

学

校

規

模

で

の

格

差

が

広

が

り

、

学

年

一

ク

ラ

ス

数

人

と

な

る

学

校

が

で

き

る

一

方

、

定

員

い

っ

ぱ

い

の

マ

ン

モ

ス

校

が

生

ま

れ

、

ど

ち

ら

も

良

好

な

教

育

環

境

と

は

な

り

ま

せ

ん

。

「

学

校

選

択

制

」

に

よ

る

教

育

の

ゆ

が

み

も

問

題

で

す

。

学

力

テ

ス

ト

の

結

果

で

他

校

と

比

較

す

る

、

運

動

や

音

楽

、

美

術

な

ど

も

比

較

の

対

象

と

な

り

、

学

校

の

序

列

化

が

す

す

む

な

か

で

、

地

域

や

学

校

ぐ

る

み

で

点

数

や

成

果

を

追

い

か

け

て

学

校

選

択

に

振

り

回

さ

れ

る

状

況

は

、

一

人

ひ

と

り

の

個

性

を

の

ば

し

、

お

互

い

を

高

め

あ

う

本

来

の

教

育

と

は

か

け

は

な

れ

て

、

校

長

先

生

が

家

庭

訪

問

を

し

て

こ

ど

も

を

集

め

る

と

い

う

こ

と

ま

で

起

こ

っ

て

い

ま

す

と

り

わ

け

、

地

域

か

ら

は

「

学

校

選

択

制

」

に

よ

っ

て

「

学

校

と

の

関

係

が

遠

く

な

っ

た

」

「

自

分

た

ち

の

学

校

と

い

う

考

え

が

で

き

な

く

な

っ

た

」

と

の

声

が

当

初

か

ら

出

さ

れ

て

い

ま

し

た

。

東

日

本

大

震

災

を

経

験

し

、

深

刻

な

い

じ

め

問

題

が

明

ら

か

に

な

る

中

で

改

め

て

「

地

域

の

つ

な

が

り

の

中

で

子

供

た

ち

を

見

守

る

」

「

学

校

を

中

心

に

地

域

を

作

る

」

こ

と

が

必

要

だ

と

言

う

声

が

強

ま

り

ま

し

た

。

共

産

党

区

議

団

は

導

入

当

初

か

ら

「

学

校

選

択

制

」

に

反

対

し

て

き

ま

し

た

。

対

応

が

急

が

れ

る

い

じ

め

問

題

で

も

「

い

じ

め

隠

し

」

と

い

わ

れ

る

背

景

に

は

、

学

校

選

択

制

は

じ

め

学

校

評

価

制

度

や

教

員

の

評

価

制

度

、

学

力

テ

ス

ト

な

ど

で

、

学

校

も

先

生

も

子

供

た

ち

も

競

争

さ

せ

ら

れ

て

本

来

の

教

育

活

動

が

損

な

わ

れ

て

い

る

こ

と

が

あ

り
ま

す

。

区

議

団

は

、

学

校

選

択

制

を

見

直

し

、

弾

力

的

な

指

定

校

変

更

の

運

用

と

適

切

な

学

区

域

見

直

し

を

住

民

参

加

で

行

う

こ

と

を

求

め

て

い

ま

す

。

学
校
選
択
制
は
見
直
し
を

９
月

21
日
、
「
来
年
こ
そ
５

年
ぶ
り
の
賃
上
げ
を
実
現
し
よ

う
！
」
と
臨
時
・
非
常
勤
・
民

営
化
職
場
職
員
の
労
組
「
公
共

一
般
江
東
支
部
」
が
、
江
東
区

産
業
会
館
に
て
「
９
・
21
非
正

規
労
働
者
大
集
会
」
を
開
催
し
、

集
会
に
は
80
名
が
参
加
。
大
き

な
成
功
を
収
め
ま
し
た
。

非
正
規
労
働
者
の
賃
金
は

08

年
4
月
以
来
、
据
え
置
か
れ
た

ま
ま
で
す
。
賃
上
げ
は
、
組
合

員
の
切
実
な
要
求
に
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
間
、
東
京
の
最
低
賃
金

は
７
３
９
円
か
ら
８
５
０
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

青
年
部
で
は
独
自
の
調
査
を

実
施
し
発
表
。
区
内
パ
ー
ト
賃

金
は
、
１
年
間
で
９
６
１
円
か

ら
９
６
８
円
に
ア
ッ
プ
し
て
お

り
、
最
賃
引
き
上
げ
の
影
響
は

明
ら
か
で
す
。

区
に
対
し
て
、
積
極
的
に
非

正
規
の
賃
金
に
最
賃
引
き
上
げ

を
上
乗
せ
し
、
地
域
経
済
全
体

を
底
上
げ
す
べ
き
だ
と
要
求
し

ま
し
た
。

区
議
会
か
ら
も
、
共
産
党
か

ら
菊
池
幸
江
区
議
、
赤
羽
目
た

み
お
区
議
。
民
主
党
、
市
民
の

声
の
区
議
も
参
加
し
ま
し
た
。

あ
た
た
か
い
連
帯
の
あ
い
さ

つ
に
、
参
加
者
一
同
、
要
求
実

現

に

向

け

て

奮

い

立

ち

ま

し
た
。

江
東
区
職
労
第
61
回
定
期
大
会
開
催

区
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
江
東
区
を
！

自治体に働く非正規労働者の待遇改善めざし
「非正規労働者大集会」開催！

10
月

４
日

、
江

東
区

職

労

は
、

テ

ィ
ア

ラ
こ

う

と

う

で
第

61
回

定
期

大
会

を

開
催
し
ま
し
た
。

学
校
規
模
に
格
差
が

教
育
内
容
に
も
ゆ
が
み

地
域
と
切
り
離
さ
れ
る

住
民
参
加
で
見
直
し
を



「
ケ
ガ
人
で
す
（
肉
離
れ
）
」

と
車
椅
子
で
登
壇
し
た
山
本
太
郎

さ
ん
、
大
き
な
拍
手
と
笑
い
で
迎

え
ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
の
３
・
11
東
日
本
大
震
災

に
東
京
で
遭
遇
し
た
山
本
太
郎
さ

ん
、
福
島
原
発
の
爆
発
事
故
の
惨

害
と
、
何
の
準
備
も
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
事
故
対
策
を
目
の
当
た
り

に
し
、
『
脱
原
発
』
の
声
を
あ
げ

た
い
！
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
「
で
も
一
介
の
役
者
に
何
が

で
き
る
か
？
」
と
葛
藤
を
繰
り
返

し
た
そ
う
で
す
。

政
治
や
宗
教
の
問
題
は
芸
能
界

で
は
タ
ブ
ー
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
山
本
さ
ん
が
、
そ
れ
を
乗
り
越

え
た
の
は
、
原
発
事
故
や
放
射
能

に
よ
る
健
康
被
害
が
起
き
た
と
き

で
し
た
。
「
何
も
し
な
か
っ
た
ら

一
生
後
悔
す
る
」
と
、
ツ
イ
ッ
タ
ー

で
声
を
上
げ
、
デ
モ
や
集
会
に
参

加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

山
本
さ
ん
は
、
再
稼
働
を
や
め

さ
せ
る
た
め
に
地
元
選
出
議
員
に
、

電
話
を
掛
け
「
原
発
に
対
す
る
態

度
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
推
進
派
の

議
員
は
み
ん
な
落
そ
う
！
」
と
訴

え
ま
し
た
。

「
久
保
山
愛
吉
さ
ん
の
命
日
で
あ

る
９
月
23
日
に
冥
福
を
祈
り
、
新

た
に
進
む
べ
き
道
を
示
す
た
め
に
、

こ
の
つ
ど
い
を
続
け
て
ま
い
り
ま

し
た
。
平
和
の
声
を
ま
す
ま
す
大

き
く
し
、
原
発
も
核
兵
器
も
世
界

か
ら
な
く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。

つ
ど
い
で
は
、
朗
読
や
音
楽
・

舞
踊
、
演
芸
な
ど
で
交
流
。

午
後
か
ら
は
、
東
京
原
水
協
の

元
事
務
局
長
・
赤
松
広
一
さ
ん
が
、

ビ
キ
ニ
事
件
と
原
水
爆
禁
止
運
動

の
こ
れ
ま
で
の
た
た
か
い
の
歴
史

を
語
り
、
「
今
日
の
つ
ど
い
を
力

に
原
水
爆
禁
止
の
運
動
を
強
め
ま

し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

こ う と う 民 報 ２０１２年 １０月号 №９６ －２－

家康は江戸に入った後、摂津（兵庫・大

阪）佃村の漁民34人を呼びよせて、鉄砲洲

の東の地(佃島）を与え、隅田川の白魚を

献上させました。1719(享保４)年、佃島の

漁民は今の牡丹３丁目に網干場を借りうけ、

ここを佃町と称しました。彼らは佃島と佃

町を根拠地として白魚をとっていました。

（白魚とは10センチ程の半透明の食用魚）

その後、猟師町八か町に紀州と摂津の漁

民たちが、浜十三か町とよばれる町を開き

ました。日本橋小田原町に魚市場ができる

と、魚会所や魚問屋の組合には深川の漁民

も参加し、｢江戸前」とよばれる江戸の近

海物を市場に出しました。特に深川の名物

は鰻でした。深川の漁民は佃島の漁民のよ

うに独占できる漁場をもっていなかったの

で、品川から行徳までの５か所を入会(共

同漁場）とし、地元の漁民とはしばしば訴

訟をおこしました。

深川沖や品川・大森方面でとった海苔は、

牡丹町黒船稲荷あたりで干していました。

海苔といえば浅草海苔が有名ですが、隅田

川の内陸で海苔がとれるはずはありません。

「武蔵なる浅草のりは名のみなり お心ざ

しの深川のもの 」という歌があります。

しかし、江東の海苔栽培がさかんになるの

は明治の終わりからで、昭和になると深川

から砂町の海岸のいたる所で海苔を干して

いる風景がみられました。第２次大戦後、

石田波郷は牡丹町から古石場あたりを散歩

して詠みました。

河岸も狭に海苔網干せりうららかに

（注）牡丹町３丁目には漁民の神といわれる住吉

神社があり、古石場２丁目には船の安全を守る金

毘羅神社がありました。なお牡丹町１丁目の黒船

稲荷は、オランダの黒船の船長が宿舎としたとい

う浅草黒船町から、1732(享保17)年に移転してき

たものです。

○
11
月
３
日
（
土
）
10

時
〜
『
江
東
高
齢
者

集
会
』
総
合
区
民
セ

ン
タ
ー

○
11
月
４
日
（
日
）
13

時
〜
16
時
『
な
ん
で

も
相
談
会
』
砂
町
文

化
セ
ン
タ
ー
・
北
砂

公
園

○
11
月
13
日
（
火
）
18

時
45
分
〜
『
怒
り
の

江
東
区
民
集
会
』
江

東
大
運
動
実
行
委
員

会
、
猿
江
公
園
出
発

○
11
月
18
日
（
日
）
10

時
〜
『
健
康
ま
つ
り
』

江
東
・
健
康
友
の
会
、

森
下
文
化
セ
ン
タ
ー

○
11
月
22
日
（
木
）
19

時
〜
『
消
費
税
増
税

学
習
会
』
江
東
各
界

連
、
東
京
土
建
江
東

支
部
会
館

○
11
月
23
日
（
金
）
13

時
〜
『
第
40
回
定
期

大
会
』
江
東
生
活
と

健
康
を
守
る
会
、
江

東
区
民
セ
ン
タ
ー

10
月
１
日
、
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー

に
て
江
東
区
社
会
保
障
推
進
協
議

会
主
催
の
江
東
社
保
学
校
が
開
か

れ
、
「
反
原
発
、
再
稼
働
反
対
」

の
声
を
上
げ
活
動
を
し
て
い
る
山

本
太
郎
さ
ん
が
講
演
。
脱
原
発
の

運
動
に
参
加
し
た
そ
の
思
い
が
話

さ
れ
、
会
場
あ
ふ
れ
る
２
２
６
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

10
月

14
日

、

「

第

15
回

東

京

建

築

ガ

レ

ッ

ジ

技

能

文

化

祭

」

が

江

東

区

で

開

催

さ

れ

、

建

設

職

人

を

め

ざ

す

青

年

の

実

習

の

成

果

を

交

流

し

合

い

ま

し

た

。

「いつも犠牲になるのは弱い立場にいる人たち」

「何もしなかったら一生後悔する」

～脱原発という生き方を語る～

俳優 山本 太郎さんが講演

江東社保学校「白魚と海苔」

9
月

23
日
、
都
立
第
五
福

竜
丸
展
示
館
内
で
「
第

20
回

平
和
を
語
る
第
五
福
竜
丸
の

つ
ど
い
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

葛

飾
北
斎

「
武
陽

佃
島
」

（
富
獄
三
十
六
景
）

(15）

概説

最
後
に
「
政
治
は
で
た
ら
め
だ

け
ど
、
希
望
も
あ
り
ま
す
。
希
望

は
み
な
さ
ん
で
す
。
デ
モ
や
集
会
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
声
を

あ
げ
て
い
る
一
人
ひ
と
り
で
す
。

ま
わ
り
の
人
に
声
を
か
け
て
、
つ

な
が
り
の
輪
を
も
っ
と
大
き
く
広

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

―

高

齢

者

の

社

会

的

孤

立

の

実

態

と

行

政

の

役

割

―

「

老

い

て

も

安

心

し

て

暮

ら

せ

る

ま

ち

づ

く

り

を

め

ざ

し

て

」

は

○

江

東

区

職

労

組

合

事

務

所

に

て

１

０

０

０

円

で

頒

布

。

お

問

合

わ

せ

（

３

６

４

７

‐

１

７

１

７

）
○

東京土建江東支部 東京建築
カレッジ技能文化祭

原爆と人間展
～この日を忘れない～

紹介「江東福祉プロジェクト
最終報告書」

「
第

20
回

平
和
を
語
る
第
五
福
竜
丸
の
つ
ど
い
」

未
来
に
は
核
兵
器
も
原
発
も
い
ら
な
い
！

中
村
博
世
話
人
代
表
が
挨
拶
。

10月16日から18日まで、江東区原爆

被害者の会（江友会）は「原爆と人間

展」をカメリアプラザで開催しました。

開催期間中500名以上が見学に訪れま

した。
行
事
日
程




